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 底生生物の状況 

事業実施区域周辺については、平成 25 年 5 月、7 月、10 月及び 12 月に北九州市環境

局により調査が行われている。調査地点は図 3.1-34 に、調査結果を表 3.1-47～   

表 3.1-49 に示す。 

事業実施区域内の地点（E-8）における季節ごとの出現種数については 15～58 種で夏

季に多く、冬季に少ない。個体数については 141 個体/m2～656 個体/m2 で夏季に多く、

冬季に少ない。主な出現種は、環形動物であった。 

また、北九州市の調査によれば白島の南側の海域において、重要種であるナメクジウ

オ1が確認されている（図 3.1-34 参照）。ナメクジウオは、浅海の砂底に生息し、潮通

しがよく、泥分をほとんど含まない粗い砂でできた海底を好むとされている。 

 

 

  

 
1 ナメクジウオ（ヒガシナメクジウオ）は環境省版海洋生物レッドリスト：絶滅危惧Ⅱ類、水産庁：危急

種、福岡県レッドデータブック：準絶滅危惧に指定されている。 
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出典：「響灘エリアにおける発電所事業に係る環境調査業務委託報告書」（平成 26 年 3 月、北九州市環境局）、 

「響灘東地区処分場整備事業に係る環境影響評価書」（北九州市，平成 27 年 8 月） 

 

図 3.1-34 底生生物の調査地点 

  

凡例 

底生生物調査地点（北九州市環境局） 事業実施区域 

E-6 
E-7 

E-8 

E-9 

E-1 

E-3 

E-5 

ナメクジウオの確認査地点（北九州市） 
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表 3.1-47 底生生物の調査結果（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「響灘エリアにおける発電所事業に係る環境調査業務委託報告書」（平成 26 年 3 月、北九州市環境局） 

  

【春季】 　調査時期：平成25年5月18～19日

環形動物門 2,417 (25.3%) 2,462 (38.4%) 447 (55.2%) 210 (24.3%)

軟体動物門 5,988 (62.8%) 3,421 (53.4%) 14 (1.7%) 74 (8.6%)

節足動物門 1,026 (10.8%) 368 (5.7%) 76 (9.4%) 299 (34.6%)

その他動物門 108 (1.1%) 161 (2.5%) 273 (33.7%) 282 (32.6%)

合　計 9,539 (100.0%) 6,412 (100.0%) 810 (100.0%) 865 (100.0%)

軟体動物 (61.3%) 軟体動物 (49.1%) 棘皮動物 (23.1%) 棘皮動物 (24.0%)

節足動物 (8.3%) 環形動物 (12.1%) 環形動物 (14.0%) 環形動物 (10.9%)

環形動物 (3.0%) 環形動物 (6.3%) 環形動物 (11.6%) 節足動物 (8.5%)

環形動物門 249 (22.4%) 298 (54.9%) 779 (50.5%)

軟体動物門 115 (10.3%) 28 (5.2%) 208 (13.5%)

節足動物門 529 (47.5%) 156 (28.7%) 448 (29.0%)

その他動物門 221 (19.8%) 61 (11.2%) 108 (7.0%)

合　計 1,114 (100.0%) 543 (100.0%) 1,543 (100.0%)

節足動物 (36.1%) 節足動物 (17.5%) 環形動物 (8.3%)

紐形動物 (6.0%) 環形動物 (6.3%) 節足動物 (6.1%)

刺胞動物 (5.4%) 環形動物 (5.0%) 環形動物 (4.3%)

Asabellides sp. ﾃﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ

優占3位 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 Chone sp. ｺｵﾆｽﾋﾟｵ

ﾃﾅｶﾞﾜﾚｶﾗ ｳﾐﾎﾀﾙﾓﾄﾞｷ科 ﾏﾅｺﾁﾏｷｺﾞｶｲ

優占2位 紐形動物門

個体数

主な
出現種

優占1位

543 1,543

湿重量（g/m2) 9.71 11.54 25.01

個体数（個体/m2） 1,114

E-8 E-9

種類数 51 47 85

調査地点 E-7

調査地点 E-1 E-3 E-5

種類数 54 58 36

個体数（個体/m
2
） 9,539 6,412 810

優占1位 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

優占3位 Mediomastus sp.

優占2位 ｳﾐﾎﾀﾙﾓﾄﾞｷ科

865

41

ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ ｺﾒﾂﾌﾞｳﾆ

湿重量（g/m
2
) 292.23 233.25 8.75

個体数

主な
出現種

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Euchone sp. Pseudoproto sp.

ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲ Lumbrinerides sp.

E-6

ｺﾒﾂﾌﾞｳﾆ

21.43

【夏季】 　調査時期：平成25年7月23日

環形動物門 1,149 (24.7%) 2,861 (46.6%) 995 (22.8%) 316 (45.1%)

軟体動物門 3,235 (69.5%) 3,213 (52.4%) 794 (18.2%) 228 (32.5%)

節足動物門 215 (4.6%) 34 (0.6%) 2,329 (53.4%) 35 (5.0%)

その他動物門 54 (1.2%) 27 (0.4%) 242 (5.6%) 122 (17.4%)

合　計 4,653 (100.0%) 6,135 (100.0%) 4,360 (100.0%) 701 (100.0%)

軟体動物 (67.7%) 軟体動物 (51.8%) 節足動物 (30.0%) 環形動物 (23.1%)

環形動物 (6.3%) 環形動物 (15.4%) 軟体動物 (11.5%) 軟体動物 (17.3%)

節足動物 (3.2%) 環形動物 (14.5%) 節足動物 (7.8%) 紐形動物 (6.7%)

環形動物門 329 (75.5%) 427 (65.1%) 323 (68.3%)

軟体動物門 74 (17.0%) 34 (5.2%) 20 (4.2%)

節足動物門 7 (1.6%) 155 (23.6%) 62 (13.1%)

その他動物門 26 (6.0%) 40 (6.1%) 68 (14.4%)

合　計 436 (100.0%) 656 (100.0%) 473 (100.0%)

環形動物 (44.6%) 環形動物 (8.2%) 紐形動物 (8.6%)

軟体動物 (4.6%) 節足動物 (6.2%) 環形動物 (7.1%)

環形動物 (4.6%) 環形動物 (4.1%) 環形動物 (7.1%)

環形動物 (4.1%)

環形動物 (4.1%)

Laonice sp.

Magelona sp.

ｳﾐﾎﾀﾙﾓﾄﾞｷ科 Lumbrineris sp.

優占3位 Amphitrite sp. Aglaophamus sp. ﾆｶｲﾁﾛﾘ科

Lumbrinerides sp. Amphicteis sp. 紐形動物門

優占2位 ｻｻﾞﾅﾐｶﾞｲ

個体数

主な
出現種

優占1位

656 473

湿重量（g/m2) 7.08 12.34 7.95

個体数（個体/m2） 436

E-8 E-9

種類数 26 58 36

調査地点 E-7

ﾆｾﾀﾏｸﾞｼﾌｻｺﾞｶｲｳﾐﾎﾀﾙ科優占3位 紐形動物門

ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲTharyx sp.優占2位 ﾄﾘｶﾞｲ

ｴﾗﾅｼｽﾋﾟｵ

684.96508.75湿重量（g/m2)

ﾔｻｼﾉﾃﾜﾚｶﾗﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ優占1位

17.2937.69

4,3606,1354,653 701

3842種類数

E-3E-1調査地点

28

主な
出現種

E-5

90

個体数（個体/m2）

個体数

E-6

ｼｽﾞｸｶﾞｲ

ｳﾐﾎﾀﾙﾓﾄﾞｷ科
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表 3.1-48 底生生物の調査結果（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：「響灘エリアにおける発電所事業に係る環境調査業務委託報告書」（平成 26 年 3 月、北九州市環境局） 

 

 

  

【秋季】 　調査時期：平成25年10月18日

環形動物門 220 (64.5%) 397 (80.7%) 102 (41.8%) 128 (72.7%)

軟体動物門 80 (23.5%) 7 (1.4%) 7 (2.9%) 7 (4.0%)

節足動物門 14 (4.1%) 54 (11.0%) 68 (27.9%) 14 (8.0%)

その他動物門 27 (7.9%) 34 (6.9%) 67 (27.5%) 27 (15.3%)

合　計 341 (100.0%) 492 (100.0%) 244 (100.0%) 176 (100.0%)

軟体動物 (23.5%) 環形動物 (20.5%) 節足動物 (13.9%) 環形動物 (15.4%)

環形動物 (15.7%) 環形動物 (17.8%) 環形動物 (13.9%) 環形動物 (11.5%)

環形動物 (9.8%) 節足動物 (5.5%) 環形動物 (8.3%) 紐形動物 (7.7%)

環形動物 (9.8%) 環形動物 (5.5%) 棘皮動物 (8.3%) 環形動物 (7.7%)

棘皮動物 (8.3%) 環形動物 (7.7%)

環形動物 (7.7%)

環形動物門 135 (64.3%) 195 (62.7%) 299 (61.1%)

軟体動物門 40 (19.0%) 14 (4.5%) 34 (7.0%)

節足動物門 0 (0.0%) 61 (19.6%) 115 (23.5%)

その他動物門 35 (16.7%) 41 (13.2%) 41 (8.4%)

合　計 210 (100.0%) 311 (100.0%) 489 (100.0%)

環形動物 (22.6%) 環形動物 (17.4%) 環形動物 (6.9%)

環形動物 (9.7%) 環形動物 (10.9%) 環形動物 (5.6%)

環形動物 (9.7%) 環形動物 (6.5%) 環形動物 (5.6%)

環形動物 (9.7%) 節足動物 (6.5%) 節足動物 (5.6%)

Aglaophamus sp. ｶｷﾞｱｼｺﾞｶｲ

優占3位 ﾆｶｲﾁﾛﾘ科

Lumbrinerides sp. ﾆｶｲﾁﾛﾘ科 Lumbrineris sp.

優占2位 Litocorsa sp.

個体数

主な
出現種

優占1位

311 489

湿重量（g/m2) 15.87 6.15 20.48

個体数（個体/m2） 210

E-9

種類数 17 27 46

Clymenella sp.

ﾁﾛﾘ

Langerhansia sp.

主な
出現種 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ Marphysa sp.

ﾒｸﾗｶﾞﾆ

Mediomastus sp.

優占3位

ｸﾞﾐﾓﾄﾞｷ科

Diplocirrus sp. ﾘﾈｳｽ科

Amphipholis sp. Litocorsa sp.

優占2位 Mediomastus sp. ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Notomastus sp. Magelona sp.

ﾒｸﾗｶﾞﾆ Scoloplos sp.

個体数

優占1位 ﾎﾄﾄｷﾞｽｶﾞｲ

70.02湿重量（g/m2) 36.40 18.49 30.21

176個体数（個体/m2） 341 492 244

種類数 18 30 21 17

E-6調査地点 E-1 E-3 E-5

Magelona sp. Amphicteis sp.

ｳﾐｹﾑｼ科 ﾅｶﾞｻｷｷﾊﾞｶﾞﾆ ｽﾅﾓｸﾞﾘ科

調査地点 E-7 E-8
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表 3.1-49 底生生物の調査結果（3/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「響灘エリアにおける発電所事業に係る環境調査業務委託報告書」（平成 26 年 3 月、北九州市環境局） 

  

【冬季】 　調査時期：平成25年12月4日

環形動物門 168 (82.8%) 155 (79.1%) 20 (17.2%) 130 (59.6%)

軟体動物門 7 (3.4%) 0 (0.0%) 41 (35.3%) 21 (9.6%)

節足動物門 14 (6.9%) 34 (17.3%) 20 (17.2%) 33 (15.1%)

その他動物門 14 (6.9%) 7 (3.6%) 35 (30.2%) 34 (15.6%)

合　計 203 (100.0%) 196 (100.0%) 116 (100.0%) 218 (100.0%)

環形動物 (23.2%) 環形動物 (16.8%) 環形動物 (11.2%) 環形動物 (9.2%)

環形動物 (13.3%) 環形動物 (10.2%) 軟体動物 (11.2%) (6.0%)

環形動物 (9.9%) 環形動物 (10.2%) 節足動物 (11.2%) 環形動物 (6.0%)

環形動物 (9.9%) 節足動物 (10.2%) 環形動物 (6.0%)

節足動物 (6.0%)

節足動物 (6.0%)

環形動物門 207 (65.5%) 87 (61.7%) 345 (78.8%)

軟体動物門 7 (2.2%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

節足動物門 34 (10.8%) 27 (19.1%) 46 (10.5%)

その他動物門 68 (21.5%) 27 (19.1%) 47 (10.7%)

合　計 316 (100.0%) 141 (100.0%) 438 (100.0%)

環形動物 (14.9%) 環形動物 (9.2%) 環形動物 (9.1%)

環形動物 (12.7%) 節足動物 (9.2%) 環形動物 (9.1%)

環形動物 (10.4%) 刺胞動物 (9.2%) 環形動物 (6.2%)

環形動物 (9.2%)

環形動物 (9.2%)

環形動物 (9.2%)

Magelona sp.

ｵﾉﾐﾁﾁﾛﾘ

Lumbrineris sp.

ﾄｹﾞﾂﾉﾔﾄﾞｶﾘ Aricidea sp.

優占3位 Sigambra sp. ﾔﾄﾞｶﾘｺﾃｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ Lumbrineris sp.

ｳﾐｹﾑｼ科 Lumbrinerides sp. ﾆｶｲﾁﾛﾘ科

優占2位 Lumbrinerides sp.

個体数

主な
出現種

優占1位

141 438

湿重量（g/m2) 6.73 15.80 2.03

個体数（個体/m2） 316

E-8 E-9

種類数 23 15 36

調査地点 E-7

ﾅｶﾞｻｷｷﾊﾞｶﾞﾆ

26.29

218

ｳﾐﾎﾀﾙ科

紐形動物門

Phyllodoce sp.

ﾏｸｽﾋﾟｵ ﾄﾞﾛﾖｺｴﾋﾞ Aricidea sp.

Mediomastus sp. Mactra sp.

ｱﾝﾎﾞﾝｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ

ﾏｸｽﾋﾟｵ ｳﾐﾎﾀﾙﾓﾄﾞｷ科

ｶﾀﾏｶﾞﾘｷﾞﾎﾞｼｲｿﾒ Chaetozone sp.

個体数

主な
出現種

優占1位 Mediomastus sp.

優占3位 ﾁﾛﾘ

優占2位 ﾓﾛﾃｺﾞｶｲ

湿重量（g/m
2
) 62.49 3.67 13.00

個体数（個体/m
2
） 203 196 116

25種類数 15 17 14

E-6調査地点 E-1 E-3 E-5
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 魚類等の遊泳動物の状況 

事業実施区域周辺については、平成 27 年 8 月に NEDO、平成 25 年 5 月、6 月、7 月、

10 月、12 月及び平成 26 年 1 月に北九州市環境局により調査が行われている。調査地点

は図 3.1-35 に、調査結果を表 3.1-50～表 3.1-52 に示す。 

事業実施区域内の地点（E-8）における季節ごとの出現種数については 20～61 種で秋

季に多く、冬季に少ない。個体数については 187～366 個体で夏季に多く、冬季に少な

い。主な出現種については、春季はマダイ、夏季はチカメダルマガレイ、秋季はゲンコ、

冬季はウイジンドウイカとなっている。 

なお、NEDO の調査では、漁獲された魚種の中に重要な種として、カサゴ亜目のカナガ

シラ（絶滅危惧種、水産庁）が確認されている。 
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凡例 

 

 

 

出典：「NEDO 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究-環境影響評価書」（エコ･パワー株式

会社、平成 28 年 12 月）、「響灘エリアにおける発電所事業に係る環境調査業務委託報告

書」（平成 26 年 3 月、北九州市環境局） 

 

図 3.1-35 魚類等の遊泳動物の調査地点 

  

魚類調査地点（NEDO） 

魚類調査地点（北九州市環境局） 

事業実施区域 

E-8 

E-9 

E-7 
E-5 

E-3 

E-1 

E-6 

B 
A 
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表 3.1-50 魚類等の遊泳動物調査結果(1/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「NEDO 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究-環境

影響評価書」（エコ・パワー株式会社、平成 28 年 12 月） 

 

 

表 3.1-51 魚類等の遊泳動物調査結果(2/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「響灘エリアにおける発電所事業に係る環境調査業務委託報告書」（平成 26 年 3 月、北九州市環境局） 

  

A B
19 21

156 99
4,580 3,878

軟体動物 5 2
(0.3%) (1.0%)

節足動物 7 1
(3.8%) (6.0%)

棘皮動物 1 1
(2.6%) (4.9%)

脊索動物 143 95
(93.4%) (88.1%)

合計 156 99
(100.0%) (100.0%)

ｵｷﾋｲﾗｷﾞ ﾄｶｹﾞｴｿ
(41.2%) (25.9%)

ﾄｶｹﾞｴｿ ｵｷﾋｲﾗｷﾞ
(19.0%) (16.8%)

ﾋﾒｼﾞ ﾏｱｼﾞ
(10.0%) (11.2%)

主な出現種

調査日 平成27年8月5日、6日

夏　季季節

地点
種類数
個体数
湿重量

個体数

　調査方法：底曳網、調査時期：平成25年5月31日 　調査方法：刺網、調査時期：平成25年5月31日～6月1日

軟体動物 11 (2.8%) 6 (2.9%) 10 (3.1%) - (0.0%) 3 (23.1%) - (0.0%) 1 (9.1%)

節足動物 116 (29.5%) 26 (12.6%) 28 (8.6%) - (0.0%) 3 (23.1%) 3 (20.0%) 2 (18.2%)

棘皮動物 14 (3.6%) 27 (13.0%) 17 (5.2%) 20 (95.2%) 4 (30.8%) 6 (40.0%) 1 (9.1%)

脊椎動物 252 (64.1%) 148 (71.5%) 272 (83.2%) 1 (4.8%) 3 (23.1%) 6 (40.0%) 7 (63.6%)

合　計 393 (100.0%) 207 (100.0%) 327 (100.0%) 21 (100.0%) 13 (100.0%) 15 (100.0%) 11 (100.0%)

(14.5%) (26.6%) (13.8%) (90.5%) (15.4%) (33.3%) (45.5%)

(9.9%) (10.1%) (8.6%) (4.8%) (15.4%) (20.0%) (9.1%)

(9.9%) (8.2%) (7.0%) (4.8%) (15.4%) (13.3%) (9.1%)

(9.1%)

(9.1%)

(9.1%)

(9.1%)

E-1

個体数

E-8

種類数 54

327

55

個体数（個体） 393 207

E-7

優占2位

優占3位 マダイ

湿重量（g) 9,755

E-3

21 13

39

調査地点 E-6

17,5679,993

E-5

3 10 8

15

2,085 2,920 5,810

ヤツデスナヒトデ

モミジガイ フジナマコ ホシザメ

キヒトデ コウイカ

ヒラメ アカメバル ドロイシガニ

E-9

7

11

1,722

マアジ

カワハギ

マルツノガニヤツデスナヒトデ チダイ

主な
出現種

キシエビ カナガシラ マダイ

カナガシラ チダイ オキヒイラギ

優占1位

コモンカスベ

アカボシヤドカリ

コウイカ

ミツトゲホウキボシ

【春季】
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表 3.1-52 魚類等の遊泳動物調査結果(3/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「響灘エリアにおける発電所事業に係る環境調査業務委託報告書」（平成 26 年 3 月、北九州市環境局）  

　調査方法：底曳網、調査時期：平成25年7月24～27日 　調査方法：刺網、調査時期：平成25年7月26日

軟体動物 10 (1.8%) 13 (2.6%) 33 (9.0%) 2 (10.0%) 1 (8.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

節足動物 34 (6.0%) 28 (5.5%) 59 (16.1%) 5 (25.0%) 5 (41.7%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

棘皮動物 71 (12.4%) 23 (4.5%) 17 (4.6%) 12 (60.0%) 4 (33.3%) 0 (0.0%) 2 (100.0%)

脊椎動物 456 (79.9%) 443 (87.4%) 257 (70.2%) 1 (5.0%) 2 (16.7%) 8 (100.0%) 0 (0.0%)

合　計 571 (100.0%) 507 (100.0%) 366 (100.0%) 20 (100.0%) 12 (100.0%) 8 (100.0%) 2 (100.0%)

(30.5%) (48.1%) (19.7%) (55.0%) (33.3%) (75.0%) (100.0%)

(10.5%) (14.0%) (8.7%) (25.0%) (16.7%) (12.5%)

(8.9%) (4.5%) (8.7%) (10.0%) (8.3%) (12.5%)

キメンガニ

(8.3%)

ワタクズガニ

(8.3%)

ヒシガニ

(8.3%)

カサゴ

(8.3%)

ヒラメ

(8.3%)

調査地点 E-6 E-7

【夏季】

E-8 E-1 E-3 E-5 E-9

種類数 53 53 54 5 8 3 1

個体数（個体） 571 507 366 20 12 8 2

湿重量（g) 28,565 12,993 11,891 2,139 895 1,091 37

チカメダルマガレイ

個体数

主な
出現種

優占1位 マダイ

優占3位 チカメダルマガレイ ミヤコウミウシ

キヒトデ

優占2位 ヤツデスナヒトデ ヤリヌメリ テッポウイシモチ ガザミ イシガニ シロギス

マダイ カワハギキヒトデ キヒトデ

タマガンゾウビラメチカメダルマガレイ サルエビ カミナリイカ

　調査方法：底曳網、調査時期：平成25年10月30日 　調査方法：刺網、調査時期：平成25年10月29～30日

軟体動物 13 (5.9%) 10 (4.0%) 19 (6.7%) 1 (20.0%) 1 (11.1%) 2 (11.1%) 0 (0.0%)

節足動物 58 (26.5%) 39 (15.8%) 57 (20.2%) 4 (80.0%) 6 (66.7%) 3 (16.7%) 1 (11.1%)

棘皮動物 30 (13.7%) 23 (9.3%) 8 (2.8%) 0 (0.0%) 1 (11.1%) 6 (33.3%) 0 (0.0%)

脊椎動物 118 (53.9%) 175 (70.9%) 198 (70.2%) 0 (0.0%) 1 (11.1%) 7 (38.9%) 8 (88.9%)

合　計 219 (100.0%) 247 (100.0%) 282 (100.0%) 5 (100.0%) 9 (100.0%) 18 (100.0%) 9 (100.0%)

ヤツデスナヒトデ

(14.6%) (10.9%) (10.6%) (80.0%) (66.7%) (27.8%) (44.4%)

ヒラメ

(14.2%) (10.5%) (7.8%) (20.0%) (11.1%) (16.7%) (11.1%)

アカボシヤドカリ

(12.8%) (9.3%) (6.4%) (11.1%) (11.1%) (11.1%)

シロザメ ワニエソ

(11.1%) (11.1%)

カサゴ

(11.1%)

ハコフグ

(11.1%)

ヒゲソリダイマダイ テッポウイシモチ サンショウウニ

タイワンガザミ タイワンガザミ カワハギ

優占2位 チカメダルマガレイ ヒメジ トカゲゴチ ナガニシ コウイカ アカボシヤドカリ

チカメダルマガレイ ゲンコ

個体数

主な
出現種

優占1位 マダイ

優占3位 ヤツデスナヒトデ

240 5,822 4,365 1,733湿重量（g) 10,913 8,786 27,771

5 9 18 9個体数（個体） 219 247 282

E-9

種類数 39 49 61 2 4 11 6

E-8 E-1 E-3 E-5調査地点 E-6 E-7

【秋季】

　調査方法：底曳網、調査時期：平成26年1月7日 　調査方法：刺網、調査時期：平成25年12月16～17日

軟体動物 39 (20.6%) 82 (47.7%) 109 (58.3%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%)

節足動物 26 (13.8%) 16 (9.3%) 9 (4.8%) 2 (33.3%) 2 (66.7%) 3 (33.3%) 1 (16.7%)

棘皮動物 0 (0.0%) 0 (0.0%) 0 (0.0%) 2 (33.3%) 0 (0.0%) 4 (44.4%) 1 (16.7%)

脊椎動物 124 (65.6%) 74 (43.0%) 69 (36.9%) 2 (33.3%) 1 (33.3%) 2 (22.2%) 4 (66.7%)

合　計 189 (100.0%) 172 (100.0%) 187 (100.0%) 6 (100.0%) 3 (100.0%) 9 (100.0%) 6 (100.0%)

サンショウウニ

(17.5%) (34.3%) (42.2%) (33.3%) (66.7%) (33.3%) (33.3%)

ベニイシガニ

(13.8%) (12.2%) (17.1%) (33.3%) (33.3%) (22.2%) (16.7%)

フジナマコ

(13.2%) (10.5%) (11.2%) (16.7%) (11.1%) (16.7%)

ショウサイフグ シャコ サンショウウニ科タカノハダイ

(13.2%) (16.7%) (11.1%) (16.7%)

アカエイ カワハギ

(11.1%) (16.7%)

オニオコゼ

(11.1%)

調査地点 E-6 E-7 E-8 E-1 E-3 E-5 E-9

種類数 25 25 20 4 2 6 5

個体数（個体） 189 172 187 6 3 9 6

湿重量（g) 6,768 4,821 2,147 3,462 415 651 2,074

個体数

主な
出現種

優占1位 コモンフグ

優占3位 チカメダルマガレイ

優占2位 ウイジンドウイカ

アカボシヤドカリジンドウイカ属 ジンドウイカ属 タイワンガザミ

ベニイシガニ

チカメダルマガレイ

【冬季】

クエ

ツノガニ

ウイジンドウイカ ウイジンドウイカ モミジガイ

ゴンズイ クサウオ アカエイ
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福岡県のレッドリストに記載された魚類のうち、北九州市エリアで確認される魚類

の稀少種を表 3.1-53 に示す。海域性の魚類としては、海と河口を回遊する魚類とし

て、サケ、シロウオが見られる。 

なお、サケについては、遠賀川水系で積極的な種苗放流がなされているが、安定した

再生産は確認されておらず、カテゴリーは野生絶滅となっている。 

 

表 3.1-53 福岡県のレッドリスト（魚類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：福岡県レッドデータブック 2014 

 

  

No. 和名・学名 科　目 カテゴリー

1 アオギス スズキ目 絶滅危惧ⅠB類

2 アブラボテ コイ目 準絶滅危惧

3 アユ サケ目 準絶滅危惧

4 イシドジョウ コイ目 絶滅危惧ⅠA類

5 イドミミズハゼ スズキ目 絶滅危惧Ⅱ類

6 ウキゴリ スズキ目 情報不足

7 エドハゼ スズキ目 絶滅危惧Ⅱ類

8 オヤニラミ スズキ目 準絶滅危惧

9 オンガスジシマドジョウ コイ目 絶滅危惧ⅠB類

10 カゼトゲタナゴ コイ目 絶滅危惧ⅠB類

11 カネヒラ コイ目 準絶滅危惧

12 カワアナゴ スズキ目 準絶滅危惧

13 ギギ ナマズ目 準絶滅危惧

14 キセルハゼ スズキ目 絶滅危惧Ⅱ類

15 クボハゼ スズキ目 絶滅危惧ⅠA類

16 サケ サケ目 野生絶滅

17 ショウキハゼ スズキ目 準絶滅危惧

18 シラヌイハゼ スズキ目 準絶滅危惧

19 シロウオ スズキ目 準絶滅危惧

20 シロチチブ スズキ目 準絶滅危惧

21 スナヤツメ南方種 ヤツメウナギ目 絶滅危惧ⅠB類

22 ゼゼラ コイ目 準絶滅危惧

23 タビラクチ スズキ目 絶滅危惧Ⅱ類

24 チクゼンハゼ スズキ目 絶滅危惧ⅠB類

25 チワラスボ スズキ目 絶滅危惧Ⅱ類

26 ツチフキ コイ目 準絶滅危惧

27 トビハゼ スズキ目 絶滅危惧Ⅱ類

28 ドジョウ コイ目 絶滅危惧Ⅱ類

29 ニホンウナギ ウナギ目 絶滅危惧ⅠB類

30 ニッポンバラタナゴ コイ目 絶滅危惧ⅠB類

31 ヒモハゼ スズキ目 準絶滅危惧

32 メダカ（ミナミメダカ） ダツ目 準絶滅危惧

33 ヌマムツ コイ目 準絶滅危惧

34 ヤマトシマドジョウ コイ目 準絶滅危惧

35 ヤリタナゴ コイ目 絶滅危惧Ⅱ類
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 魚卵・稚仔の状況 

事業実施区域周辺の魚卵･稚仔については、平成 25 年 5 月、7 月、10 月及び 12 月に北

九州市環境局により調査が行われている。調査地点は図 3.1-36 に、魚卵の調査結果を

表 3.1-54 に、稚仔の調査結果を表 3.1-55 にそれぞれ示す。 

魚卵については、事業実施区域内の地点（E-8）における季節ごとの出現種数は 5～9

種であり、春季に多く、冬季に少ない。個体数については 52～276 個体で、春季に多く

なっている。主な出現種は、各季を通じて不明卵が多い。 

稚仔については、事業実施区域内の地点（E-8）における季節ごとの出現種数は 1～8

種であり、春季に多く、冬季に少ない。個体数については、2～32 個体で春季及び夏季に

多くなっている。主な出現種は、春季はコノシロ、メジナ属、夏季はヒメジ科、秋季は

シイラ、スズメダイ科、冬季はベラ科となっている。 
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出典：「響灘エリアにおける発電所事業に係る環境調査業務委託報告書」（平成 26 年 3 月、北九州市環境局） 

 

図 3.1-36 魚卵・稚仔の調査結果 

  

凡例 

魚卵・稚仔の調査地点 事業実施区域 

E-6 
E-7 

E-8 

E-9 

E-1 

E-3 

E-5 
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表 3.1-54 魚卵の調査結果 

 

 

 

 

 

 

注 1）単脂球形卵－1 は卵径 0.65-0.73mm、油球径 0.13-0.16mm。 

注 2）単脂球形卵－2 は卵径 0.75-0.80mm、油球径 0.15-0.20mm。 

注 3）単脂球形卵－3 は卵径 0.80-0.90mm、油球径 0.23-0.25mm。 

注 4）単脂球形卵－4 は卵径 1.03-1.30mm、油球径 0.15-0.18mm。 

 

 

 

 

 

 

 

注 1）単脂球形卵－1 は卵径 0.55-0.65mm、油球径 0.11-0.15mm。 

注 2）単脂球形卵－2 は卵径 0.48-0.75mm、油球径 0.13-0.18mm。 

注 3）単脂球形卵－5 は卵径 1.15-1.25mm、油球径 0.38-0.40mm。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注 1）単脂球形卵－1 は卵径 0.70-0.80mm、油球径 0.18-0.20mm。 

注 2）単脂球形卵－2 は卵径 0.83-0.90mm、油球径 0.23-0.25mm。 

 

 

 

 

 

 

 

 
注 1）単脂球形卵－1 は卵径 0.75-0.88mm、油球径 0.13-0.15mm。 

注 2）単脂球形卵－3 は卵径 1.15-1.23mm、油球径 0.25-0.28mm。 

 

出典：「響灘エリアにおける発電所事業に係る環境調査業務委託報告書」（平成 26 年 3 月、北九州市環境局） 

  

【春季】 　調査時期：平成25年5月18日

(40.5%) (51.7%) (48.2%) (62.7%) (26.1%) (33.7%) (59.2%)

(32.4%) (35.5%) (40.4%) (14.4%) (21.6%) (17.8%) (13.2%)

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 単脂球形卵-4 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 単脂球形卵-3 単脂球形卵-4 単脂球形卵-4

(8.1%) (6.4%) (4.2%) (13.9%) (20.5%) (11.6%) (13.2%)

(8.1%)

調査地点 E-1

主な
出現種

37

E-3 E-5 E-6 E-7 E-8

個体数（個体）

E-9

種類数 6 5 7 9 8 9 9

203 166 1,608 176 276 676

優占1位 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科

優占3位

単脂球形卵-2

ｺﾉｼﾛ

優占2位 単脂球形卵-1 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 単脂球形卵-3 単脂球形卵-4 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 単脂球形卵-1 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

単脂球形卵-3 単脂球形卵-3ｶﾀｸﾁｲﾜｼ ｺﾉｼﾛ ｺﾉｼﾛ

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

【夏季】 　調査時期：平成25年7月23日

(100.0%) (100.0%) (29.3%) (64.8%) (82.7%) (53.8%) (30.0%)

(27.0%) (24.8%) (7.4%) (34.6%) (24.6%)

単脂球形卵-1 ｳｼﾉｼﾀ科 ｳｼﾉｼﾀ科 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

(18.4%) (3.8%) (4.9%) (5.8%) (14.0%)

E-7 E-9

種類数 1 1 11 8 7 6 13

調査地点

個体数（個体） 81

E-8E-1 E-3 E-5 E-6

52554 253

主な
出現種

優占1位 単脂球形卵-1 単脂球形卵-1

優占3位

優占2位

- -

無脂球形卵-5 単脂球形卵-2

2071,890 105

多脂球形卵-7

単脂球形卵-2

単脂球形卵-1 単脂球形卵-2 単脂球形卵-2 単脂球形卵-1

単脂球形卵-1 単脂球形卵-1

ﾍﾞﾗ科

【秋季】 　調査時期：平成25年10月18日

(82.4%) (60.0%) (74.2%) (47.6%) (41.5%) (70.4%)

(17.6%) (20.0%) (12.9%) (14.3%) (32.1%) (20.3%)

ｳｼﾉｼﾀ科 ﾀﾁｳｵ ｴｿ科 ﾀﾁｳｵ

(20.0%) (6.5%) (9.5%) (5.7%) (2.1%)

ｳｼﾉｼﾀ科 ﾐｼﾏｵｺｾﾞ科 ﾜﾆｷﾞｽ科 ｳｼﾉｼﾀ科

(6.5%) (9.5%) (5.7%) (2.1%)

(9.5%)

(9.5%)

単脂球形卵-1

ｳｼﾉｼﾀ亜目

主な
出現種

単脂球形卵-1

優占2位 ﾈｽﾞｯﾎﾟ科 単脂球形卵-1 単脂球形卵-1 ﾀﾁｳｵ ｳｼﾉｼﾀ科 単脂球形卵-2

無脂球形卵-2

-

優占3位

31 21 53

単脂球形卵-2 単脂球形卵-2 単脂球形卵-2優占1位 単脂球形卵-1

ｳﾅｷﾞ目

389個体数（個体） 0 17 10

E-8 E-9

種類数 0 2 3 4 6 8 10

調査地点 E-1 E-3 E-5 E-6 E-7

-

【冬季】 　調査時期：平成25年12月5日

(100.0%) (100.0%) (100.0%) (64.4%) (61.9%) (55.0%)

(22.2%) (12.4%) (22.5%)

単脂球形卵-3 ﾒｲﾀｶﾞﾚｲ属

(6.7%) (12.4%) (17.5%)

単脂球形卵-3

(6.7%)

単脂球形卵-1

ﾎｳﾎﾞｳ科

単脂球形卵-1 単脂球形卵-1 単脂球形卵-1 単脂球形卵-1

主な
出現種 優占3位

優占2位

ﾒｲﾀｶﾞﾚｲ属

77 45 97

ﾎｳﾎﾞｳ科 ﾎｳﾎﾞｳ科

40個体数（個体） 0 61 27

優占1位 単脂球形卵-1

E-8 E-9

種類数 0 1 1 1 4 5 5

E-3 E-5 E-6 E-7調査地点 E-1

-

- --
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表 3.1-55 稚仔の調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「響灘エリアにおける発電所事業に係る環境調査業務委託報告書」（平成 26 年 3 月、北九州市環境局） 

  

【春季】 　調査時期：平成25年5月18日

(64.7%) (100.0%) (84.6%) (80.0%) (34.6%) (66.7%)

(17.6%) (15.4%) (10.0%) (30.8%) (15.6%)

ｺﾉｼﾛ ﾀｲ科 ﾀｲ科 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ

(5.9%) (10.0%) (11.5%) (4.4%)

ﾍﾀﾞｲ亜科 ｻﾖﾘ科

(5.9%) (4.4%)

(5.9%) (4.4%)

(4.4%)

E-3 E-5 E-6

1 2 5 0

ｺﾉｼﾛｺﾉｼﾛ

E-7 E-8 E-9

8

45個体数（個体） 34 9 13 20

主な
出現種

ﾌｻｶｻｺﾞ科

優占2位 ﾌｸﾞ科

種類数 8

調査地点 E-1

優占3位

優占1位 ﾊｾﾞ科

ﾒｼﾞﾅ属

ｺﾉｼﾛ

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 ｻﾖﾘ科

ﾊｾﾞ科

-

-

-
ﾒｼﾞﾅ属

ﾊｾﾞ科

ﾊｾﾞ科

0 26

8

破損固体

【夏季】 　調査時期：平成25年7月23日

(60.0%) (81.8%) (23.7%) (47.1%) (61.1%) (53.1%) (82.6%)

ｱｼﾞ科

(20.0%) (18.2%) (23.7%) (11.8%) (22.2%) (12.5%) (8.7%)

ﾌｸﾞ目 ﾊｾﾞ科 ｱｲｺﾞ科 ｷｽ科 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 ﾄﾋﾞｳｵ科

(20.0%) (23.7%) (11.8%) (5.6%) (12.5%) (4.3%)

ｱｼﾞ科 ｷｽ科

(5.6%) (4.3%)

ｳｼﾉｼﾀ科

(5.6%)

E-6 E-7

10

調査地点 E-1 E-3 E-5

ｷｽ科

種類数 3 2 6

ﾋﾒｼﾞ科

ｷｽ科

34 18個体数（個体）

4

11 76

主な
出現種

優占1位 ﾊｾﾞ科 ﾊｾﾞ科

優占3位

-

優占2位

ふ化仔魚

32 46

E-9

69

ｶﾜﾊｷﾞ ｼﾏｲｻｷ科 ｼﾏｲｻｷ科

ﾋﾒｼﾞ科

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科

ﾋﾒｼﾞ科 ﾋﾒｼﾞ科

5

E-8

【秋季】 　調査時期：平成25年10月18日

(100.0%) (69.2%) (33.3%) (27.3%) (20.0%) (33.3%) (33.3%)

(15.4%) (22.2%) (27.3%) (15.3%) (33.3%) (33.3%)

ﾃﾝｼﾞｸﾀﾞｲ科 ﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ ｳﾊﾞｳｵ科 不明 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科

(15.4%) (22.2%) (27.3%) (14.1%) (33.3%) (33.3%)

ｱﾐﾒﾊｷﾞ

(22.2%)

ﾋﾒｼﾞ科

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科

ﾀﾂﾉｵﾄｼｺﾞ属 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 不明 ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科

主な
出現種

優占1位 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科 ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科

優占3位

優占2位 ﾀﾂﾉｵﾄｼｺﾞ属

6 6

ﾆｼﾞｷﾞﾝﾎﾟ ｽｽﾞﾒﾀﾞｲ科 ｼｲﾗ ｶﾏｽ属

E-9

種類数 1 3 4 5 13 3 3

調査地点 E-6

個体数（個体） 2 13 9

E-1 E-3 E-5

-

E-7

ｲｿｷﾞﾝﾎﾟ科

22 85

E-8

【冬季】 　調査時期：平成25年12月5日

(100.0%) (50.0%) (100.0%)

(25.0%)

(25.0%)

ﾍﾞﾗ科

ｲｶ幼体

E-9

1 0

優占2位 ｶｻｺﾞ主な
出現種

優占1位

優占3位

ﾔﾍﾞｳｷｴｿ

-- -

ｳﾅｷﾞ目

2 8 2 0個体数（個体） 0 0 0

種類数 0 0 0

調査地点 E-1 E-3 E-5 E-7

-

1 3

-

E-8E-6

-
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 潮間帯生物の状況 

事業実施区域周辺については、平成 25 年 3 月、7 月、10 月及び 12 月に北九州市によ

り付着動物の調査が行われている。調査地点は図 3.1-37 に、調査結果を表 3.1-56～

表 3.1-57 に示す。 

種類数は全体を通して 5 種～61 種の範囲にあり、季節による大きな違いは見られな

い。個体数は 133 個体/m2～81,862 個体/m2と幅広く、春季及び夏季に多い傾向が見られ

る。主な出現種は軟体動物及び節足動物であった。 
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出典：「響灘東地区処分場整備事業に係る環境影響評価書」（北九州市，平成 27 年 8 月） 

 

図 3.1-37 付着動物の調査地点 

  

F1 

凡例 

付着動物調査地点 事業実施区域 

0 5 ㎞ 

St.8 

St.9 
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表 3.1-56 付着動物の調査結果（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「響灘東地区処分場整備事業に係る環境影響評価書」（北九州市，平成 27 年 8 月） 

 

  

【春季】 　調査時期：平成25年3月7日

環形動物門 0 (0.0%) 977 (36.1%) 854 (34.8%) 0 (0.0%) 1,331 (1.6%) 1,810 (49.7%)

軟体動物門 111 (83.5%) 1,133 (41.8%) 1,199 (48.9%) 100 (30.0%) 78,232 (95.6%) 233 (6.4%)

節足動物門 22 (16.5%) 589 (21.7%) 155 (6.3%) 233 (70.0%) 2,178 (2.7%) 1,010 (27.7%)

その他動物門 0 (0.0%) 11 (0.4%) 243 (9.9%) 0 (0.0%) 121 (0.1%) 589 (16.2%)

合　計 133 (100.0%) 2,710 (100.0%) 2,451 (100.0%) 333 (100.0%) 81,862 (100.0%) 3,642 (100.0%)

軟体動物 (42.1%) 環形動物 (27.9%) 軟体動物 (28.5%) 節足動物 (39.9%) 軟体動物 (71.4%) 環形動物 (12.2%)

軟体動物 (16.5%) 軟体動物 (18.5%) 軟体動物 (12.2%) 節足動物 (30.0%) 軟体動物 (21.9%) 節足動物 (7.6%)

軟体動物 (16.5%) 節足動物 (9.9%) 環形動物 (6.8%) 軟体動物 (20.1%) 節足動物 (2.2%) 環形動物 (5.2%)

節足動物 (16.5%)

ｴｿﾞｶｻﾈｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ

57

333 81,862 3,642

257.99 6,748.54 664.63

低潮帯

ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ Syllinae亜科

ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾑﾗｻｷｲﾝｺｶﾞｲ

5

ﾀﾃｿｺｴﾋﾞ科

St.9

高潮帯 中潮帯

St.8
調査地点

高潮帯 中潮帯 低潮帯

36

ﾍﾞｯｺｳｶﾞｻｶﾞｲ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ Syllinae亜科

ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ

ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ

優占2位 ﾍﾞｯｺｳｶﾞｻｶﾞｲ ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲ

湿重量（g/m2) 15.77 1,129.79 1,419.32

個体数

優占1位 ｺｶﾞﾓｶﾞｲ

主な
出現種 優占3位 ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ

種類数 5 31 37

個体数（個体/m
2
） 133 2,710 2,451

【夏季】 　調査時期：平成25年7月23日

5 21 57 11 27 61

166 1,287 10,354 632 47,608 6,484

22.00 1,325.88 1,418.63 388.44 10,697.87 2,153.20

環形動物門 0 (0.0%) 78 (6.0%) 731 (7.1%) 22 (3.5%) 1,110 (2.3%) 775 (12.0%)

軟体動物門 66 (39.8%) 465 (36.1%) 2,166 (20.9%) 255 (40.3%) 39,755 (83.5%) 1,277 (19.7%)

節足動物門 100 (60.2%) 644 (50.1%) 7,413 (71.6%) 355 (56.2%) 6,632 (13.9%) 3,610 (55.7%)

その他動物門 0 (0.0%) 100 (7.8%) 44 (0.4%) 0 (0.0%) 111 (0.2%) 822 (12.7%)

合　計 166 (100.0%) 1,287 (100.0%) 10,354 (100.0%) 632 (100.0%) 47,608 (100.0%) 6,484 (100.0%)

ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｼﾘﾌﾞﾄﾁｸﾞｻ ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ Polycheria sp.

節足動物 (60.0%) 節足動物 (28.4%) 軟体動物 (17.4%) 節足動物 (36.8%) 軟体動物 (33.0%) 節足動物 (14.0%)

ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ﾍﾞｯｺｳｶﾞｻｶﾞｲ Jassa sp. ｹｶﾞｷ ﾑﾗｻｷｲﾝｺｶﾞｲ ﾆﾎﾝｿｺｴﾋﾞ

軟体動物 (20.0%) 軟体動物 (14.7%) 節足動物 (11.4%) 軟体動物 (33.3%) 軟体動物 (24.3%) 節足動物 (9.2%)

ﾍﾞｯｺｳｶﾞｻｶﾞｲ ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ Ampithoe sp. ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ

軟体動物 (6.7%) 節足動物 (8.6%) 節足動物 (9.4%) 節足動物 (12.3%) 軟体動物 (22.7%) 節足動物 (9.2%)

ｺｶﾞﾓｶﾞｲ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ

軟体動物 (6.7%) 節足動物 (8.6%)

ｺﾋﾞﾄｳﾗｳｽﾞｶﾞｲ

軟体動物 (6.7%)

主な
出現種

中潮帯 低潮帯
調査地点

St.8 St.9

高潮帯 中潮帯 低潮帯

優占2位

種類数

高潮帯

優占1位

個体数

湿重量（g/m2)

個体数（個体/m
2
）

優占3位

【秋季】 　調査時期：平成25年10月19日

7 23 46 12 46 57

221 1,707 1,504 1,855 21,755 4,539

153.77 3,388.21 1,337.06 797.79 8,978.99 285.43

環形動物門 0 (0.0%) 210 (12.3%) 642 (42.7%) 0 (0.0%) 2,176 (10.0%) 1,620 (35.7%)

軟体動物門 177 (80.1%) 909 (53.3%) 199 (13.2%) 533 (28.7%) 16,311 (75.0%) 110 (2.4%)

節足動物門 44 (19.9%) 588 (34.4%) 419 (27.9%) 1,322 (71.3%) 2,690 (12.4%) 2,365 (52.1%)

その他動物門 0 (0.0%) 0 (0.0%) 244 (16.2%) 0 (0.0%) 578 (2.7%) 444 (9.8%)

合　計 221 (100.0%) 1,707 (100.0%) 1,504 (100.0%) 1,855 (100.0%) 21,755 (100.0%) 4,539 (100.0%)

ﾍﾞｯｺｳｶﾞｻｶﾞｲ ｸﾛﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ

軟体動物 (45.2%) 節足動物 (22.1%) 環形動物 (14.8%) 節足動物 (50.3%) 軟体動物 (47.1%) 節足動物 (29.9%)

ｱﾗﾚﾀﾏｷﾋﾞｶﾞｲ ﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｼﾛﾎﾞﾔﾓﾄﾞｷ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ ﾑﾗｻｷｲﾝｺｶﾞｲ ｳｽｽﾞﾐｺﾞｶｲ

軟体動物 (14.9%) 軟体動物 (18.9%) 脊索動物 (14.0%) 節足動物 (18.0%) 軟体動物 (15.5%) 環形動物 (5.4%)

ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ ｹｶﾞｷ ﾁﾘﾊｷﾞｶﾞｲ ｲｿﾂﾙﾋｹﾞｺﾞｶｲ

節足動物 (14.9%) 節足動物 (7.8%) 節足動物 (7.4%) 軟体動物 (11.4%) 軟体動物 (4.2%) 環形動物 (4.9%)

ｹｶﾞｷ Jassa sp.

軟体動物 (7.8%) 節足動物 (4.9%)

調査地点
St.8 St.9

高潮帯 中潮帯 低潮帯 高潮帯 中潮帯 低潮帯

主な
出現種

優占1位

優占2位

優占3位

種類数

個体数（個体/m
2
）

湿重量（g/m2)

個体数
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表 3.1-57 付着動物の調査結果（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「響灘東地区処分場整備事業に係る環境影響評価書」（北九州市，平成 27 年 8 月） 

 

  

【冬季】 　調査時期：平成25年12月2日

8 34 43 10 46 50

555 5,654 3,995 999 10,410 5,516

108.66 574.65 914.97 275.88 3,402.84 1,668.68

環形動物門 0 (0.0%) 1,834 (32.4%) 942 (23.6%) 0 (0.0%) 1,656 (15.9%) 975 (17.7%)

軟体動物門 188 (33.9%) 1,154 (20.4%) 943 (23.6%) 354 (35.4%) 6,454 (62.0%) 444 (8.0%)

節足動物門 367 (66.1%) 2,533 (44.8%) 1,410 (35.3%) 634 (63.5%) 2,100 (20.2%) 3,542 (64.2%)

その他動物門 0 (0.0%) 133 (2.4%) 700 (17.5%) 11 (1.1%) 200 (1.9%) 555 (10.1%)

合　計 555 (100.0%) 5,654 (100.0%) 3,995 (100.0%) 999 (100.0%) 10,410 (100.0%) 5,516 (100.0%)

ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ ｲﾜﾌｼﾞﾂﾎﾞ ﾋﾊﾞﾘｶﾞｲﾓﾄﾞｷ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ

節足動物 (30.1%) 節足動物 (40.9%) 節足動物 (28.4%) 節足動物 (45.6%) 軟体動物 (29.5%) 節足動物 (56.0%)

ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ ﾔｯｺｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ ﾉﾐﾆﾅ ｼﾘｹﾝｳﾐｾﾐ ﾑﾗｻｷｲﾝｺｶﾞｲ ｲｿﾖｺｴﾋﾞ

節足動物 (28.1%) 環形動物 (18.7%) 軟体動物 (11.1%) 節足動物 (16.7%) 軟体動物 (11.8%) 節足動物 (3.8%)

ﾍﾞｯｺｳｶﾞｻｶﾞｲ ﾋﾒｹﾊﾀﾞﾋｻﾞﾗｶﾞｲ ｻﾒﾊﾀﾞﾎｼﾑｼ ｹｶﾞｷ ｻﾝｶｸﾌｼﾞﾂﾎﾞ Typosyllis sp.

軟体動物 (25.9%) 軟体動物 (7.7%) 星口動物 (9.5%) 軟体動物 (14.4%) 節足動物 (7.9%) 環形動物 (3.4%)

調査地点
St.8 St.9

高潮帯 中潮帯 低潮帯 高潮帯 中潮帯 低潮帯

主な
出現種

優占1位

優占2位

優占3位

種類数

個体数（個体/m
2
）

湿重量（g/m2)

個体数
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 海棲哺乳類の状況 

響灘周辺の海棲哺乳類の代表的な種としてスナメリが挙げられる。日本において本種

は主に、仙台湾～東京湾、伊勢湾･三河湾、瀬戸内海～響灘、大村湾、有明海･橘湾の 5 海

域に分布し、その他の海域での出現は稀であることが知られている。また、本種は、「水

産資源保護法」（昭和 26 年法律第 313 号）による捕獲禁止対象種となっており、捕獲、

所持、販売が禁止されている。 

瀬戸内海においては、1976 年から 1978 年にかけ、主としてフェリー上からの目視に

よるスナメリ調査が実施され、その結果、4,900 頭の推定値が得られている。 

「海域自然環境保全基礎調査 海棲動物調査（スナメリ生息調査）報告書」に、「A 

questionnaire survey on the distribution of the finless porpoise, Neophocaena 

phocaenoides, in Japanese waters.」の調査結果を引用して、響灘の北九州沿岸部にお

けるスナメリの発見例が記載されている（図 3.1-38 参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注 1)スナメリ分布域沿岸は点線で示してある（左上図） 

注：2)スナメリを発見したと答えた漁協の位置は●で示してある（右図） 

出典:「海域自然環境保全基礎調査 海棲動物調査（スナメリ生息調査）報告書」（環境省，平成 14 年）

を基に加工 

 

図 3.1-38 北海道を除く全国の漁業協同組合へのスナメリ発見有無の 

アンケート調査及びスナメリ分布調査結果  

スナメリ分布域 
スナメリを発見したと答

えた漁協の位置 

事業実施区域 

事業実施区域 
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事業実施区域周辺については、北九州市及び NEDO による調査が行われており、それぞ

れの調査地点を図 3.1-39 に示す。 

北九州市は音響学的方法により響灘の 2 箇所において定点観測を実施した。調査結果

を表 3.1-58 及び図 3.1-40 に示す。St.B 周辺では全ての調査期間でスナメリの鳴音が

確認されたことから常在しているものと考えられた。 

NEDO 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究（エコ･パワー（株））での調査結果

を表 3.1-59 に示す。船舶トランセクト調査及び音響学的調査を行っているが、各季節

とも海棲哺乳類は確認されなかった。当該海域は、白島より北側海域の水深 50m 以深で

あるため、浅海域に生息するスナメリは確認されなかったものと考えられる。 

NEDO 着床式洋上風力発電の環境影響評価手法に関する基礎資料の結果を表 3.1-60 及

び図 3.1-41 に示す。スナメリの出現は、四季において春季に最も多く出現し、出現状

況に明確な日周変動が認められ、夜間に多く出現し、日中は少ない傾向にあった。 

 

 

表 3.1-58 海棲哺乳類の調査結果（1/3） 

調査概要 調査結果 

音響学的調査（定点観測） 

調査時期：平成30年7月18日～8月2日(繁殖期後期の15日間) 

平成30年10月9日～10月26日(非繁殖期の15日間) 

平成31年4月23日～5月9日(繁殖期前期の15日間) 

St.A（水深約55m）では繁殖期前期

にマイルカ科が確認され、St.B（水

深約40m）では全期間でスナメリが

確認された。 

出典：「響灘の自然環境・社会的状況 調査報告書」（北九州市、令和 2 年 3 月） 

 

表 3.1-59 海棲哺乳類の調査結果（2/3） 

調査概要 調査結果 

船舶トランセクト調査（目視調査） 

調査時期：平成27年7月2日～3日（繁殖期） 

平成27年8月3日～4日（夏季） 

繁殖期、夏季とも海棲哺乳類は確

認されなかった。 

音響学的調査（水中録音機を曳航） 

調査時期：平成27年7月2日～3日（繁殖期） 

鳴音は確認されなかった。 

出典：「NEDO 次世代浮体式洋上風力発電システム実証研究-環境影響評価書-」（エコ･パワー株式会社、平成 28 年

12 月） 

 

表 3.1-60 海棲哺乳類の調査結果（3/3） 

調査概要 調査結果 

音響学的調査（定点観測） 

調査時期：平成23年5月～6月、8月、10月～11月 

平成24年2月～3月 

事業実施区域におけるスナメリの

鳴音出現回数は春季で246回、夏季

で6回、秋季で41回、冬季で50回で

あった。春季には日周変動が認め

られ、夜間には多く出現した。 

出典：「着床式洋上風力発電の環境影響評価手法に関する基礎資料（最終版）」（NEDO、平成 30 年 3 月） 
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出典：「響灘の自然環境・社会的状況 調査報告書」（北九州市、令和2年3月）」、「NEDO次世代

浮体式洋上風力発電システム実証研究-環境影響評価書-」（エコ･パワー株式会社、平成28年）、

「着床式洋上風力発電の環境影響評価手法に関する基礎資料（最終版）」（NEDO、平成30年3月） 

 

図 3.1-39 海生動物（海棲哺乳類）に関する調査位置 

  

海棲哺乳類の調査測点（北九州市） 

海棲哺乳類の調査測線（NEDO 浮体式洋上風力） 

海棲哺乳類の調査測点（NEDO 着床式洋上風力) 

事業実施区域 

N-1 

St.A 

St.B 
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注）出現回数とは、3 分間以上あけて音の検出があった場合を 1 と数え、これを調査期間で時間帯ごとに積算したもの

である。 

出典：「響灘の自然環境・社会的状況 調査報告書」（北九州市、令和 2 年 3 月） 

図 3.1-40 海棲哺乳類（スナメリ）の時間別出現回数（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「着床式洋上風力発電の環境影響評価手法に関する基礎資料（最終版）」（NEDO、平成 30 年 3 月） 

図 3.1-41 海棲哺乳類（スナメリ）の時間別出現回数（2/2） 
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また、海棲哺乳類の座礁･漂着の状況（ストランディング）がデータベースとして整理

されており、北九州市沖周辺に関する 2014 年以降の情報（「福岡県」をキーワードに検

索した結果）を表 3.1-61～表 3.1-63 に示す。主にスナメリが瀬戸内海で確認されてい

る。 

なお、北九州市においては、藍島南西の沿岸でスナメリが生息していることが知られ

ており、地元の藍島小学校では休校前の令和 4 年度まで年 2 回程度のスナメリウォッチ

ングが行われていた。 

 

表 3.1-61 海棲哺乳類のストランディングデータ（1/3） 

No. 和名 発見日 郡市町村 
群頭

数 
性別 海域 状況 生/死 

体長 

（m） 
生物情報 

1 スナメリ 2023.07.05 
行橋市簑島 752-2

地先 
1 雌 瀬戸内海 漂着 死亡 0.9 高度腐敗 

2 スナメリ 2021.06.05 
北九州市門司区太刀

浦海岸太刀浦埠頭 
1 雌 

瀬戸内海 

日本海 
漂着 死亡 1.5 高度腐敗 

3 スナメリ 2021.07.13 
京都郡苅田町空港

南町東方 5km 沖合 
1 雌 瀬戸内海 混獲 死亡 0.98 － 

4 スナメリ 2021.07.12 
京都郡苅田町長浜

町神ノ島沖約 6km 
1 雌 瀬戸内海 混獲 死亡 0.804 － 

5 スナメリ 2021.06.07 
京都郡苅田町北九

州空港連絡橋下 
1 雌 瀬戸内海 漂流 死亡 1.5 － 

6 スナメリ 2020.11.20 
北九州市門司区柄

杓田 柄杓田漁港 
1 － 瀬戸内海 漂着 死亡 1.6 

ミイラ化 

腰椎露出 

7 
ナガスク

ジラ 
2020.10.14 

北九州市若松区響

町若松洞海湾付近 
1 雌 日本海 漂流 死亡 12.39 

頭部に 

外傷あり 

8 スナメリ 2020.05.20 
北九州市門司区大

字喜多久 地先 
1 雄 瀬戸内海 漂着 死亡 0.7 腐敗軽度 

9 スナメリ 2020.04.06 
北九州市門司区西

海岸 1-3 地先 
1 雌 

瀬戸内海 

日本海 
漂流 死亡 0.75 腐敗強度 

10 スナメリ 2020.02.18 
北九州市門司区白

野江地先 
1 雌 瀬戸内海 漂着 死亡 1.1 腐敗強度 

11 スナメリ 2020.02.18 
北九州市門司区白

野江地先 
1 雌 瀬戸内海 漂着 死亡 1.4 

腐敗強度 

妊娠していた 

12 スナメリ 2020.01.06 
北九州市門司区白

野江地先 
1 － 瀬戸内海 漂着 死亡 － 

ミイラ化 

頭骨のみ 

13 スナメリ 2020.01.06 
北九州市門司区白

野江地先 
1 － 瀬戸内海 漂着 死亡 0.95 

ミイラ化 

尾びれは切断

されたよう 

14 スナメリ 2020.01.06 
北九州市門司区白

野江地先 
1 － 瀬戸内海 漂着 死亡 1.2 

ミイラ化 

骨格のみ 

15 スナメリ 2020.01.06 
北九州市門司区白

野江地先 
1 － 瀬戸内海 漂着 死亡 1.6 

ミイラ化 

骨格のみ 

16 スナメリ 2019.12.02 

北九州市小倉南区

中曽根東 6-13 地

先 

1 － 瀬戸内海 漂着 死亡 1.2 腐敗強度 

17 スナメリ 2019.11.01 
北九州市門司区柄

杓田町柄杓田漁港 
1 － 瀬戸内海 漂着 死亡 0.9 腐敗強度 

18 スナメリ 2019.8.29 

北九州市門司区新

門司北 2-1 新門司

マリーナ 

1 雄 瀬戸内海 漂着 死亡 1.2 腐敗強度 

19 スナメリ 2019.05.23 
北九州市門司区大

字喜多久地先 
1 雄 瀬戸内海 漂着 死亡 0.9 新鮮 

20 スナメリ 2019.05.13 
北九州市門司区大

字喜多久地先 
1 雄 瀬戸内海 漂着 死亡 1.65 腐敗強度 

21 スナメリ 2019.05.07 
北九州市門司区大

字喜多久地先 
1 雄 瀬戸内海 漂着 死亡 1.65 腐敗強度 

出典：「海棲哺乳類ストランディングデータベース」（国立科学博物館 web サイト
https://www.kahaku.go.jp/research/db/zoology/marmam/drift/index.php 令和 7 年 6 月閲覧） 

  

http://#
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表 3.1-62 海棲哺乳類のストランディングデータ（2/3） 

出典：「海棲哺乳類ストランディングデータベース」（国立科学博物館 web サイト

https://www.kahaku.go.jp/research/db/zoology/marmam/drift/index.php 令和 7 年 6 月閲覧） 

  

No. 和名 発見日 郡市町村 
群頭

数 
性別 海域 状況 生/死 

体長 

（m） 
生物情報 

22 スナメリ 2019.05.07 
北九州市門司区大

字喜多久地先 
1 雄 瀬戸内海 漂着 死亡 1.4 腐敗強度 

23 スナメリ 2019.04.18 
北九州市藍島北西

(ヒロタ沖) 
1 雄 日本海 混獲 死亡 1.385 新鮮 

24 スナメリ 2019.04.01 
宗像市田野さつき

松原浜 
1 － 日本海 漂着 生存 1.0 

発見者が救

助放獣 

25 
ハンドウ

イルカ属 
2019.02.23 

北九州市若松区響

町(洞海湾) 
15 － 日本海 遊泳 生存 － － 

26 
ミンクク

ジラ 
2019.01.14 

北九州市門司区大

里本町 3 大里海岸

緑地(関門海峡) 

1 － 瀬戸内海 遊泳 生存 － 異常な泳ぎ 

27 種不明鯨 2018.10.23 
京都郡苅田町苅田

港沖 
1 － 瀬戸内海 

目視 

情報 
生存 － － 

28 スナメリ 2018.10.05 
北九州市門司区大字

白野江 青浜海岸 
1 － 瀬戸内海 漂着 死亡 － 腐敗強度 

29 
オガワマ

ッコウ 
2017.07.21 

福岡市東区西戸崎 

18-25 シオヤ岬 
1 雄 日本海 漂着 死亡 2.33 

頭部に 5 個

の小孔 

30 スナメリ 2017.05.06 
北九州市門司区新

門司北 
1 雌 瀬戸内海 漂流 死亡 1.47 

体重 44.5

㎏ 

31 
スジイル

カ 
2017.03.26 

北九州市小倉南区

吉田 
1 － 瀬戸内海 漂着 生存 － － 

32 スナメリ 2016.12.22 
北九州市門司区港

町 
1 － 

瀬戸内海 

日本海 
漂着 死亡 1.0 腐敗強度 

33 スナメリ 2016.10.18 
京都郡苅田町苅田

漁港東方沖約 8km 
1 雄 瀬戸内海 漂流 死亡 1.1 新鮮 

34 スナメリ 2016.09.23 
北九州市門司区柄

杓田漁港 
3 － 瀬戸内海 

港内 

迷入 
生存 － 親子含む 

35 スナメリ 2016.09.22 
北九州市小倉南区

曽根新田地先 
1 － 瀬戸内海 漂着 死亡 1.2 腐敗強度 

36 スナメリ 2016.08.29 
北九州市小倉南区

曽根新田 
1 － 瀬戸内海 漂着 死亡 － 

ミイラ白骨

化 

37 スナメリ 2016.07.14 
北九州市小倉北区

紫川勝山橋付近 
2 - 

瀬戸内海 

日本海 

河川 

迷入 
生存 － － 

38 スナメリ 2016.06.28 
京都郡苅田町北九

州空港東約 2km 沖 
1 雌 瀬戸内海 混獲 死亡 0.89 

新鮮 

底刺網で混獲 

39 スナメリ 2015.11.02 
北九州市門司区大

字喜多久地先 
1 － 瀬戸内海 混獲 生存 約 1.0 

定置網に混獲 

翌日自力脱出 

40 
マッコウ

クジラ 
2015.09.17 

京都郡苅田町北九

州空港東沖約 4km 
1 雄 瀬戸内海 漂流 死亡 16.3 

体重 

33,000kg 

41 スナメリ 2015.07.21 
北九州市門司区西

海岸 1-3 地先 
1 雌 

瀬戸内海 

日本海 
漂着 死亡 1.5 腐敗強度 

42 スナメリ 2015.04.26 
糸島市志摩芥屋黒

磯海岸 
1 雌 日本海 漂着 死亡 0.93 

高度死後変

化 

43 
オウギハ

クジラ 
2015.03.25 

福津市勝浦 2231

地先 
1 雌 日本海 漂着 死後 5.07 比較的新鮮 

44 スナメリ 2014.11.10 
北九州市門司区新

門司東沖約 2km 
1 － 瀬戸内海 漂流 死亡 － 腐敗強度 

45 スナメリ 2014.11.04 

京都郡苅田町新浜

町神ノ島南東沖約

2km 

1 雌 瀬戸内海 混獲 死亡 0.93 
新鮮 

体重 11.8 ㎏ 

刺網で混獲 

46 スナメリ 2014.11.03 

京都郡苅田町新浜

町神ノ島東沖約

800m 

1 雌 瀬戸内海 混獲 死亡 1.0 

新鮮 

体重 12.6kg 

桝網で混獲 

47 スナメリ 2014.10.30 

京都郡苅田町新浜

町神ノ島東沖約

800m 

1 雌 瀬戸内海 混獲 死亡 1.0 
新鮮 

桝網で混獲 

48 
ユメゴン

ドウ 
2014.09.27 

福岡市東区奈多漁

港 
1 － 日本海 

港内 

迷入 

生存 

飼育 
2.32 

衰弱 

体重 110 ㎏ 

http://#
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表 3.1-63 海棲哺乳類のストランディングデータ（3/3） 

出典：「海棲哺乳類ストランディングデータベース」（国立科学博物館 web サイト

https://www.kahaku.go.jp/research/db/zoology/marmam/drift/index.php 令和 7 年 6 月閲覧） 

 

  

No. 和名 発見日 郡市町村 
群頭

数 
性別 海域 状況 生/死 

体長 

（m） 
生物情報 

49 スナメリ 2014.07.02 
北九州市門司区新

門司 3 地先 
1 雌 瀬戸内海 漂着 死亡 1.5 腐敗強度 

50 スナメリ 2014.06.13 

北九州市小倉南区

大字曽根新田朽網

川河口 

1 雌 瀬戸内海 漂着 死亡 1.5 腐敗強度 

51 スナメリ 2014.05.29 
柳川市七ツ家筑後

川上流 650m 
1 雄 東シナ海 漂着 死亡 1.0 

高度死後変

化 

52 スナメリ 2014.05.24 
京都郡苅田町北九州

空港南東角沖約 5m 
1 雄 瀬戸内海 漂流 死亡 0.85 

新鮮 

体重 12 ㎏ 

53 スナメリ 2014.05.14 
北九州市門司区大

字伊川地先 
1 雄 瀬戸内海 漂着 死亡 1.75 腐敗強度 

54 スナメリ 2014.05.11 
北九州市門司区大

字喜多久地先 
1 雄 瀬戸内海 漂着 死亡 0.9 新鮮 

55 スナメリ 2014.05.01 

北九州市門司区大

字白野江白野江製

塩工場前 250m 沖 

1 雌 瀬戸内海 混獲 死亡 1.4 
新鮮 

体重 44.8 ㎏ 

乳汁分泌 

http://#
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 海棲は虫類の状況 

北九州市の沿岸域においてはウミガメの産卵地及び産卵地以外の確認情報は見られな

い（図 3.1-42 参照）。福岡県レッドデータブックでは、アカウミガメが絶滅危惧ⅠB 類

で登録されている。 
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出典：「ウミガメの産卵地」（環境省、環境アセスメントデータベース、令和 7 年 6 月閲覧） 

 

図 3.1-42 ウミガメの産卵地等について 

  

事業実施区域 

凡例 

ウミガメ産卵地 

ウミガメ産卵地以外の確認情報 
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 生態系の状況 

事業実施区域における生態系については、底生生物、動植物プランクトン、魚介類、

海棲哺乳類及び鳥類における食物連鎖から成り立っていると考えられるが、ここでは、

環境省における福岡県北九州市沖情報整備モデル地区における報告書を引用した。 

北九州市の響灘沿岸では、若松海岸や脇田海岸などの自然海岸に岩礁地帯と砂浜が交

互に分布するほか、沖合の白島周辺等の岩礁・岩盤域には、アラメ場やガラモ場などの

藻場が形成されている。これらの藻場には貝類や甲殻類が生息するとともに、魚類の産

卵場や稚魚の生育場として利用されていると考えられる。 

人工海岸にはアラレタマキビガイ、サンカクフジツボ、ヒジキ等の潮間帯付着動植物

が生息するとともに、魚類の産卵場や稚魚の生育場として利用されていると考えられる。 

海域には多数の動植物プランクトンが生息・生育し、カタクチイワシ等の小型の魚類

や甲殻類の餌となっており、これらを大型の魚類やミサゴ等の鳥類及びスナメリが補食

している。 

事業実施区域及び周辺海域における生態系は、地域特性に関する概況調査による主要

な出現種より、図 3.1-43 に示した食物連鎖としての生態系の概念が考えられる。生態

系の上位性、典型性を示す種としては以下に示すものが考えられる。 

 

上位性 スナメリ ・沿岸の浅海に生息し、小魚や甲殻類等を餌としている。 

 ハヤブサ ・鳥類食性の猛禽類で生態系上位に位置する。 

  ・留鳥として生息し、離島や沿岸部の採石地跡地等の崖を利用し繁

殖する。 

 ミサゴ ・魚食性の猛禽類で生態系上位に位置する。 

  ・留鳥として年間を通じて生息し、海域(水域)や岩礁部を含む沿岸

域を採餌、繁殖の場としている。 

 サワラ ・春から秋にかけては沿岸の表層を群れで遊泳するが、冬場は深場

に移る。 

  ・主にカタクチイワシ、イカナゴ等の小魚を捕食する。 

典型性 カタクチイワシ 

  ・当該海域を含む広範囲に分布し、上位捕食者の重要な餌料となっ

ている。 
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出典：「平成 25 年度 風力発電等環境アセスメント基礎情報整備モデル事業委託業務報告書－福岡県北九州市沖

情報整備モデル地区－」（環境省） 

 

図 3.1-43 生態系における概念図 
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 景観及び人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

1. 景観 

事業実施区域及びその周辺における主要な眺望点の概要を表 3.1-64 に、位置を 

図 3.1-44 に示す。 

 

表 3.1-64 主要な眺望点の概要 

出典：北九州市若松海岸 HP：https://www.city.kitakyushu.lg.jp/wakamatsu/file_0021.html（令和 7 年 6 月閲覧） 

北九州港海ナビ HP：https://kitaqport.jp/jap/umibe/enjoy/leisure.html（令和 7 年 6 月閲覧） 

  

名 称 区分 概 要 

脇田海釣り桟橋 海岸 

遊歩道の両側に釣り台を備え付けた施設。沖合 約 500m の響灘で、「船釣り感

覚のダイナミックな釣り」を楽しむことができる。釣竿の貸出、釣りエサの販

売も行なっているので、手ぶらですぐに釣りを体験できる。また、釣り桟橋の

遊歩道部分は入場無料なので、「美しい海岸を望みながら海上散歩」もでき

る。 

岩屋海水浴場 海岸 
白い砂浜が美しい海水浴場として、夏場の海水浴利用だけでなく、サーフィン

やボードセーリング等も盛んで、年間を通して利用されている。 

遠見ヶ鼻 海岸 

若松北海岸の眺望が美しい所とされている。灯台があり、いかにも荒海の岬と

いった感がある。江戸時代には遠見番所が設けられ、沖の密貿易船、難破船、

外敵等の異変に備えていた。灯台の立つ断崖から見下ろす海の色、沖の島々、

しま模様を描いた岩肌など見応えがある。 

藍島 海岸 

藍島の北部に広がる千畳敷海岸は、対岸の白島や貝島、姫島の眺めが楽しめる

所となっている。海辺の自然景観を楽しむスポットとして磯遊びなどに利用

されている。 
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図 3.1-44 主要な眺望点の位置 

  

凡例 

主要な眺望点 事業実施区域 

脇田海釣り桟橋 

藍島 

遠見ヶ鼻 

岩屋海水浴場 
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主要な眺望点及び可視範囲（風力発電機を見ることができる範囲）を図 3.1-45 に示

す。風力発電機周辺には障害物がないため、洋上の広い範囲が可視となっている。 

各主要眺望点からの見えの大きさを表 3.1-65 に示す。風力発電機の見えの大きさは、

2.0～2.4 度となっている。見えの大きさについては、参考に垂直視野角と送電鉄塔の見

え方の関係を表 3.1-66 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1-45 主要な眺望点及び可視範囲 

  

事業実施区域 主要な眺望点 

凡例 

可視範囲 

点線は垂直視野角 2 度（事業実施

区域から 9.0 ㎞）の距離を示す。 

岩屋海水浴場 

遠見ヶ鼻 
脇田海釣り桟橋 

藍島 
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表 3.1-65 主要な眺望点からの風力発電機の見えの大きさ（垂直視野角） 

主要な眺望点 
主要な眺望点から事業実施区

域までの最短距離（㎞） 

風力発電機の見えの大きさ

（垂直視野角）（度） 

脇田海釣り桟橋 7.4 2.4 

岩屋海水浴場 8.3 2.2 

遠見ヶ鼻 7.5 2.4 

藍島 8.8 2.0 

 

＜見えの大きさ（垂直視野角）について＞ 

 人間の視力で対象をはっきりと識別できる見えの大きさは、研究例によって解釈が異なるが、

一般的には 1～2 度が用いられている。見えの大きさに応じた送電鉄塔の見え方を以下に示す。 

 

表 3.1-66 垂直視野角と送電鉄塔の見え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「景観対策ガイドライン（案）」（UHV 送電特別委員会環境部会立地分科会、昭和 56 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1-46 見えの大きさ（垂直視野角）について 

  

垂直視角 鉄塔の場合の見え方

0.5度 輪郭がやっとわかる。季節と時間（夏の午後）の条件は悪く、ガスのせいもある。

1度
十分見えるけれど、景観的にはほとんど気にならない。ガスがかかって見えにく
い。

1.5～2度
シルエットになっている場合にはよく見え、場合によっては景観的に気になり出
す。シルエットにならず、さらに環境融和塗色がされている場合には、ほとんど気
にならない。光線の加減によっては見えないこともある。

3度 比較的細部までよく見えるようになり、気になる。圧迫感は受けない。

5～6度
やや大きく見え、景観的にも大きな影響がある（構図を乱す）。
架線もよく見えるようになる。圧迫感はあまり受けない（上限か）。

10～12度
眼いっぱいに大きくなり、圧迫感を受けるようになる。平坦なところでは垂直方向
の景観要素としては際立った存在になり、周囲の景観とは調和しえない。

20度 見上げるような仰角にあり、圧迫感も強くなる。
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＜フェリー等船舶からの景観について＞ 

 風力発電機の最寄りの景観資源としては白島の男島海岸及び女島海岸がある。それらの景観

を眺められるのは、船舶で近づいたときに限られる。 

 事業実施区域周辺の船舶通航量の分布を図 3.1-47 に示す。関門海峡から響灘に向けて船舶

通航量が多くなっており（301 隻/月以上）、そのうち客船フェリーの定期航路は 3 航路ある  

（表 3.1-67 参照）。フェリーの便数は、週 2 便～毎日 1 便程度で、白島周辺を通過する時間帯

は早朝あるいは夜であることから、白島を眺められる時間帯は限定的であり、景観への影響は

小さいものと考えられる。 

 

表 3.1-67 事業実施区域周辺の定期航路について 

航路名 

（運航会社） 
便数 運航時間 

白島周辺 

通過時間帯
※
 

神戸、大阪－上海 

（日中国際フェリー） 
週 2 便  

神戸、大阪発 9：30～上海着 13：00～18：00 

上海発 12：00～神戸、大阪着 9：00 

18:30～19:30 

1:00～2:00 

大阪―釜山 

（パンスタークルーズ） 
週 3 便  

大阪発 15：30～釜山着 10：00（月、水） 

大阪発 17：00～釜山着 12：00（金） 

釜山発 15：00～大阪着 10：00（日、火、木） 

3:15～4:15 

  

20:30～21:50 

下関―釜山 

（関釜フェリー） 
毎日 1 便 

下関発 19：45～釜山着 8：00 

釜山発 21：00～下関着 7：45 

21：15 

6：10 

※各運航会社からのヒアリングによる。船は約 10～20 ノット（18.5～37.0 ㎞/h）で航行。 

 

 

  



 

3-111 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「船舶通航量（2017 年 12 月）」（環境省、環境アセスメントデータベース（令和 7 年 6 月閲覧）を基に加工） 

 

図 3.1-47 景観資源及び船舶通航量 

  

事業実施区域 
  

凡例  船舶通航量 

6～30 隻/月 

31～150 隻/月 

151～300 隻/月 

301～隻/月 

千畳敷 脇田海岸 

岩屋海岸

千畳敷 

白島女島海岸 

白島男島海岸 

神戸、大阪-上海航路 

大阪-釜山航路 
下関-釜山航路 
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事業実施区域周辺における北九州市若松区の自然景観資源の状況を表 3.1-68 に、

位置を図 3.1-48 に示す。日本の自然景観として取り挙げられている中で、北九州市

沿岸においては、海岸景観として 5 箇所確認された。「千畳敷」は波食台という特異

な自然景観資源を有している。 

 

表 3.1-68 北九州市若松区の自然景観資源の状況表 

名称 類型 
自然景観 

資源 
羨望性 保護の現状 

白島・女島海岸 
海岸

景観 
砂浜・磯浜 中景 保護制度の有無・名称：無し 

白島・男島海岸 
海岸

景観 
砂浜・磯浜 中景 保護制度の有無・名称：無し 

岩屋海岸 
海岸

景観 
砂浜・磯浜 中景 保護制度の有無・名称：玄海国定公園 

脇田海岸 
海岸

景観 
砂浜・磯浜 中景 保護制度の有無・名称：玄海国定公園 

千畳敷 
海岸

景観 
波食台 近景 保護制度の有無・名称：玄海国定公園 

出典：「日本の自然景観 九州版Ⅰ 福岡県・佐賀県・長崎県」（環境省，平成元年） 
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図 3.1-48 自然景観の位置図 

  

事業実施区域 
  

凡例 

自然景観の位置 

千畳敷 脇田海岸 

白島・男島海岸 

白島・女島海岸 

岩屋海岸 
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2. 人と自然との触れ合いの活動の場の状況 

事業実施区域周辺における主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況を    

表 3.1-69 に、位置を図 3.1-49 に示す。 

 

表 3.1-69 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の状況 
名 称 概 要 

響灘ビオトープ 

北九州市では､環境未来都市にふさわしい｢都市と自然との共生するまち｣を目指し､

｢響灘･鳥がさえずる緑の回廊創成事業｣を進めている｡その中核的な取組みとして､響

灘地区にある廃棄物処分場跡地に､自然創成となる日本最大級の広さ 41ha の響灘ビオ

トープが誕生した｡市民が生物多様性に配慮しながら自然とふれあえる魅力ある自然

環境学習拠点となっている｡ 

響灘緑地（グリー

ンパーク） 

複雑な水際線がリアス式海岸を思わせる広大な頓田貯水池を中心に山林、原野、海

浜等変化に富んだ自然景観がひろがる、「水・緑・そして動物たちとのふれあい」を

基本テーマにした市内最大の公園である。大芝生広場、都市緑化センター、熱帯生態

園、ひびき動物ワールド（カンガルー広場）、バラ園、野外ステージ、大北亭、サイク

リングコースなどがあり、また、貯水池や、その周辺では季節ごとに様々な野鳥が観

察できる。 

緑の回廊植樹帯 

 平成 17 年に策定した「響灘・鳥がさえずる緑の回廊創成基本構想」に基づき、市民

や企業が協力して、石峰山から響灘安瀬緑地にかけて「緑の回廊」をつくる事業が始

まった。目標であった 30 万本の植樹本数は達成しており、継続して響灘植樹会実行委

員会が植樹会を開催することになっている。 

玄界遊歩道 

 高塔山公園を起点に、若松地区を縦走し、石峰山地の尾根をたどって、頓田貯水池

を通り、グリーンパーク北ゲートまで続く総延長 12km ほどの遊歩道。途中には、仏舎

利塔、石峰山、のろし台跡、弥勒山、白山神社などがある。この遊歩道は、既存の山

道を利用し、部分的に改良を施しながら、北九州市が昭和 45 年に整備したものであ

る。コースの一部は、福岡県森林浴 100 選にも選ばれている。 

高塔山公園 

 高さ 124 メートルの高塔山の山頂にある公園で、展望台から東に若戸大橋、南に皿

倉山、北に響灘を望める。園内には、四季の花々が植えられ、春は桜・ツツジ、初夏

は、アジサイの名所として知られている。また、7 月には「火まつり」が行われる。 

仙凡荘 

 此口（あざ）貞雄夫妻が自然庭園として、約 3 万坪の土地に梅をはじめとした様々

な木々を植え整備したものである。『自然に美を最大限に生かした美観に、仙人も凡

人も我を忘れて遊ぶ』が名の由来とされ、梅の名所となっている。 

千畳敷 

 干潮時に長さ 200 メートル、幅 50 メートルに及ぶ板状の岩盤が現れる。これは海岸

段丘が波浪によって浸食され、波食台という平らな岩板（三紀層）になったもので、

その名のとおり、畳をびっしりと敷いたような岩礁である。縦横に入った亀裂やくぼ

みには、巻き貝、やどかり、小魚、イソギンチャクなどが見られる。 

岩屋海水浴場 

岩屋海水浴場は、北九州市の西端にあたり、遠賀川の河口まで、白い砂浜が美しく

弓なりに伸びている。サーフィンやボードセーリングも盛んで、1 年中風と波を楽し

むことができる。 

脇田海水浴場 
 白い砂浜が続き、夏には家族でにぎわう。八幡岬からその海岸線には連絡道（ボー

ドウォーク）が整備され、砂浜まで安全に行くことができる。 

脇田海釣り桟橋 

 響灘に向かって延びる全長 500 メートルの脇田海釣り桟橋は、九州最大級の規模の

釣り施設として、ファミリーから本格派の釣りファンまで、幅広く釣りを楽しむこと

ができる。360 度のパノラマ休憩所、障害者用トイレなども備え、釣りをしない人でも

ゆっくりと沖合いの景色を眺めながら、桟橋での海上散歩を楽しむことができる。 

響灘北緑地 
 風力発電の風車と遊歩道の緑が楽しめる緑地。一周 3km のウォーキング・ジョギン

グコースがある。 

出典：「北九州の生き物たちの楽園「響灘ビオトープ」」（北九州市響灘ビオトープ HP，令和 7 年 6 月閲覧）、「響灘緑地（グ

リーンパーク）」（北九州市 HP、令和 7 年 6 月閲覧）、「緑の回廊創成基本構想」（北九州市 HP、令和 7 年 6 月閲覧）、「玄海遊

歩道」（北九州市 HP、令和 7 年 6 月閲覧）、「高塔山公園」（北九州市 HP、令和 7 年 6 月閲覧）、「仙凡荘」（北九州市 HP、令和

7 年 6 月閲覧）、「若松北海岸」（北九州市 HP、令和 7 年 6 月閲覧） 
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図 3.1-49 主要な人と自然との触れ合いの活動の場の位置図 
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